
平成３０年度 事業報告書 
 

特定非営利活動法人 エナガの会 

 

１、活動の成果 

日本は少子高齢多死社会を迎えようとしています。誰も経験したことのない社会です。 

そこに向かって、誰もが「住み慣れた地域で」「安心して」「最後まで」「自分らしく」暮らせる地域作り

が求められています。 

このような地域を実現するために、私達は３つのことが大切だと考えています。 

 ①医療と介護の連携 

 ②地域の皆様の医療・介護への理解 

 ③専門家と地域の皆様との関係構築 

エナガの会は、この３つのことがらを実現させるために、平成 21 年 3 月より神戸市垂水区を中心に活動

してきました。 

 

現在、厚生労働省は「人生会議」というものを奨励しています。これは、もしものときのために、あなた

が望む医療やケアについて前もって考え、家族や医療・ケアチームと繰り返し話し合い、共有する取組の

ことです。まさに、専門家と地域の皆さんとの関係のあり方が重要になってきます。 

 

医療や介護のサービスは複雑です。治療についても、しっかりとした理解の上での同意が必要です。 

エナガの会では、複雑な医療・介護サービスや、療養する上で遭遇する様々な課題を「演劇」を通して、

分かりやすく伝える取組を 7 年間行ってきました。 

平成３０年１１月２５日（日）、垂水区勤労会館レバンテホールにて、『裕次郎さんと家族の選択！～あな

たならどうする？明るい老後を過ごすために～』という劇を上演しました。 

（垂水区医療介護サポートセンターとの共催）※写真は劇出演メンバー 

 
高齢期は、金銭や財産管理をどうするのか？延命治療はどうするのか？など様々な選択が必要です。そん

な時、どこに相談すればいいのか？どんなことに備えておけば良いのかを劇を通じてお伝えました。 

この劇には、行政職員をはじめ、行政・医療・介護の専門職が総勢 67 名出演しました。そして、336 名

の地域の方が観て下さりました。（アンケート結果を添付） 

 

 



このようなエナガの会の活動の成果もあり、垂水区では、医療と介護の連携が促進されています。 

行政、医師会、歯科医師会、薬剤師会、ケアマネジャー連絡会、在宅医療サービス事業者、介護サービス

事業者、救急隊、警察、その他の人々との「顔の見える関係」が形成されているのです。 

行政関係では、担当者の異動に伴い活動が途切れることもありますが、垂水区では次の担当者にしっかり

引き継がれ、活動が途切れることなく行われています。 

この活動は、全国の様々な地域に広がり、厚生労働省でも報告させて頂いております。 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000187284.html）より閲覧可能です。 

 

地域の皆さんとの身近な関係づくりの活動も始めています。 

平成 30 年 11 月より、垂水区千代ヶ丘の空家を活用した活動も始めました。『千代が丘つながりの場所 

エナガの家』と命名し活動スタートしています。 

平成 30 年度は、計９回の勉強会を開催し、地域の方延べ 55 名に参加して頂きました。まだ、始まったば

かりの活動ですが、地域の皆様の身近な存在、医療・介護の専門家のつなぎ役となって行けたらと考えて

おります。 

平成３１年 1 月 15 日には、神戸市長も視察に来てくださり、ブログで紹介して下さいました。「久元喜造

ブログ」で閲覧可能です。  

 

これからの社会を担う若者の育成も大切です。 

平成 30 年 10 月 25 日、神戸市介護サービス協会と共催で『介護の仕事を知ろう！』というイベントを行

いました。 

六甲アイランド高校の演劇部の生徒さんと共に、演劇『龍馬

と私と介護福祉士』を制作上演しました。 

これは、進路に悩む高校生を坂本龍馬が導くという話で、介

護福祉士を日本を救う「志士」とした物語です。劇を通して、

高校生の皆さんが医療や介護について考えるきっかけになり

ました。この活動は神戸新聞で取り上げて頂きました。神戸

新聞 NEXT で閲覧可能です。 

（https://www.kobe-np.co.jp/news/kobe/201810/0011756389.shtml） 

 

今年度は、12 月 1 日（日）に、姫路で行われる第 33 回近畿プライマリケア学会へ演劇『信長、秀吉、家

康の人生会議！多職種連携で ACP、やってみせようホトトギス』を上演予定です。 

（※ACP は、アドバンス・ケア・プランニングの略で人生会議のことです） 

 

これからも、医療と介護の多職種のつながり作り、医療介護の専門家と地域の皆様とのつながり作りに努

めて行きます。 

 



２、特定非営利に係る事業 

 

（１）市民向けイベント・セミナーの開催 

 垂水区市民フオーラムの開催 

    日 時：平成３０１１月２５日（日）   

           垂水レバンテホール 

    内 容：演劇の上演 

      「裕次郎さんと家族の選択！ 

       ～あなたならどうする？ 

明るい老後を過ごすために～」 

         参加者：336 名 

         出演者：67 名 

         懇親会：62 名 

（詳細は別紙参照） 

 

（２）講師派遣・研修請負・イベント開催支援 

 ①医療、介護の専門職を対象とした多職種連携促進の為の研修 

～多職種で行う事例検討会。事例の作成から企画・進行まで～ 

 
・神戸薬科大学 第４７回 薬剤師実践塾   

内容：「地域連携！そこまで語って委員会！IN 神戸薬科大学 

くすりにまつわるエトセトラ 

        ～ホンマに助かる、地域での顔の見える薬剤師になるには？～」 

日時：平成３０年７月 ８日（日）神戸薬科大学エクステンションセンター 

 

・第８回 神戸市認知症サポート医フオローアップ研修 

    内容：「認知症の方への生活アセスメントの視点 

何をみて、どう判断し、サービスや機関につなげるか 

                 ～エコロジカル・アプローチより～」 

日時：平成３１年１月２６日（土）神戸市医師会館 

 

 ②地域住民向け啓発研修 

 ・狩口台地域民生委員  

内容：「高齢者虐待防止について」 

日時：平成３０年７月２日（月） 狩口台地域福祉センター 

 ・ハートンネット福祉講座 

       内容：「私達の地域と認知症のことを考えてみませんか」 

  日時： 平成３０年 8 月２０日（月）大開地域福祉センター 

・桃山台給食会 講演 

       内容：「訪問看護について」 

  日時： 平成３０年９月２８日（金）桃山台地域福祉センター 

 

＜本物の救急隊が出演＞ 

 



・垂水区認知症家族交流会 

       内容：「認知症の人の介護どうすればいい？こんな時、役立つ耳より情報」 

  日時：平成３０年１１月２１日（水）垂水区役所 

・名谷地域 民生委員向け研修 

       内容：「認知症の方への接し方 ～介護の実践から考えた接し方～」 

  日時：令和１年６月２日（日）名谷地域福祉センター 

・上高丸 給食会 講演会 

       内容：「くすりのことをよく知ろう！！」 

  日時：令和１年６月２４日（月）上高丸地域福祉センター 

 

 ③医療・介護事業所向け研修 

・神戸薬科大学 講義 

       内容：「地域包括ケアと薬局と薬剤師」 

       日時：平成３０年９月２８日（金）神戸薬科大学 

・神戸市ケアマネジャー連絡会 

       内容：「あるあるカフエ」 

       日時：平成３１年１月１９日（土）神戸市総合福祉センター 

・有料老人ホームＭボヌール職員研修 

       内容：「高齢者虐待防止研修」 

       日時：平成３１年１月 ９日（水）有料老人ホーム M ボヌール 

          平成３１年２月１３日（水）有料老人ホーム M ボヌール 

・日本保健薬局協会研修 
       内容：「薬・歯連携 摂食嚥下障害を中心に」 

       日時：令和１年 6 月 3 日（月） 阪急グランドビル 26 階 

     ・フオレスト垂水 スキルアップ研修 

       内容：「介護は人間行動学の集大成！ 

健康長寿のために、様々な知識や技術を学ぼう！ 

～エコロジカル・アプローチ、コーチング、シナプソロジー他～」 

       日時：令和１年６月 ７日（金）フオレスト垂水 

 

 ④その他 

 ・神戸市介護サービス協会 

11 月 11 日は介護の日「介護の仕事を知ろう！」市民フォーラム 

   内容：トーク：「本日くらべてみました トリオ the 介護の専 門職＋１」  

      演 劇：「龍馬と私と介護福祉士」  

出演：六甲アイランド高校演劇部 

   日時：平成３０年１０月２５日（日）神戸市西区なでしこホール 

     ・神戸薬科大学実習報告会 

   内容：「薬剤師の地域実習報告会」  

   日時：令和１年６月２０日（木）垂水区医師会館 



（３）専門職の研修会交流会の開催 

     ・懇親会の開催 

      日時：平成 30 年 9 月 1 日（土）塩屋カントリークラブ 

          参加者：87 名 

       日時：平成 30 年 11 月 25 日（日）わたつみ 

          参加者：62 名 

 

（４）地域活動の支援 

     ・千代が丘つながりの場所でのイベント開催 

       11 月 13 日「地域での暮らしを私たちが支えます」他：参加者 5 名 

       12 月 10 日「認知症について、地域でできること」：参加者 20 名 

       1 月 9 日「むし歯と歯周病を防いでなんでも食べれる元気な千代が丘にする話」：参加者 11 名 

       1 月 21 日情報交換会：参加者 2 名 

       2 月 18 日「フレイルを予防しよう」：参加者 10 名 

       3 月 5 日「家にお薬余っていませんか？」：参加者 2 名 

       3 月 18 日「フレイルを予防しよう」：参加者 2 名 

       3 月 19 日「おくすり手帳つかっていますか？」：参加者 1 名 

       3 月 26 日「健康食品って大丈夫？」 

 

（５）その他 

 ①各地域の多職種連携促進サポート活動 

   ～地域における医療・介護多職種チームによる地域住民むけ啓蒙演劇活動の支援～ 

     平成 30 年 8 月 23 日（木）島根県松江市「裕次郎さんの終活」（他 5 回開催） 

             → 資料提供 

     平成 31 年 3 月  3 日（日）兵庫県三木市「裕次郎さん、認知症サポーターになる」 

             → 資料提供 

 

 ➁活動報告・学会発表等 

平成 30 年 

12 月 15 日（土）第 13 回 総合リハビリテーション学会学術集会（神戸学院大学） 

12 月 22 日（土）第 28 回 日本保健医療社会福祉学会大会   （同志社大学） 

12 月 22 日（土）第 20 回 兵庫県総合リハビリテーションセンター研究大会(神戸国際会議場 ) 

 

３、事業実施体制 

 

（１）会議に関する事項 

       平成 30 年 8 月 1 日（水）監事監査    

8 月 28 日（火）総会打合せ   

8 月 31 日（金）総会打合せ   

9 月 1 日（土）定時総会  

9 月 20 日（木）理事会   



11 月 30 日（金）定款変更認証 

1 月 22 日（火）理事会     

6 月 19 日（水）理事会 

 

（２）事務局体制 

      代表理事 １名 

       副代表  ２名（各種窓口、企画） 

 

（３）会員 

       正会員 （個人）４８名 （法人）４法人 

       賛助会員（個人） ５名 （法人）２法人 

 

（４）ボランテイア 

        今年度はありません。今後、地域活動等への参加を考えています。 

 

（５）連携グループ 

       垂水区医師会、垂水区薬剤師会、垂水区歯科医師会、神戸市垂水区役所 

   神戸市ケアマネジャー連絡会垂水支部 
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あ
わ
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

/看
護
師
）

 

 
 
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

 菅
野
由
紀
子
（
ス
マ
イ
ル
・
ラ
イ
フ

/ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

 

 
 
医
師
Ｃ

 
中
村
治
正

 
（
な
か
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
医
師

D
 

三
浦
正
樹

 
（
三
浦
内
科

/医
師
）

 

 
 
医
師

F
 

花
田
進

 
（
花
田
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
訪
問
看
護

C
 

重
久
裕
美
子
（
西
部
し
あ
わ
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

/看
護
師
）

 

 
 
薬
剤
師
Ｂ

 
遠
藤
陽
子

 
（
光
和
調
剤
薬
局

/薬
剤
師
）

 

 
 
栄
養
士

 
上
野
樹
世

 
（
兵
庫
県
栄
養
士
会

/管
理
栄
養
士
）

 

 
 
理
学
療
法
士

 
戎
智
史

 
（
名
谷
病
院

/理
学
療
法
士
）

 

 
 
天
使
１

 
井
沢
京
平

 
（
眼
科
京
平
ア
イ
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
天
使
２

 
金
田
永
子

 
（
西
部
し
あ
わ
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

/看
護
師
）

 

 
 
天
使
３

 
中
澤
早
織

 
（
垂
水
区
医
療
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

/看
護
師
）

 

 
 
上
田
さ
ん

 
須
賀
紀
子

 
（
垂
水
名
谷
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

/看
護
師
）

 

 
 
上
田
さ
ん
長
男

 
北
畠
啓
成

 
（
池
垣
ク
リ
ニ
ッ
ク

/ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

 

 
 
上
田
さ
ん
長
男
妻

 佐
藤
篤
子

 
（
垂
水
中
央
薬
局

/薬
剤
師
）

 

 
 
医
師

G
 

藤
井
芳
夫

 
（
藤
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
看
護
師

D
 

山
下
ゆ
か
り
（
す
す
む
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

/看
護
師
）

 

 
 
作
業
療
法
士

 
上
田
乃
輔

 
（
名
谷
病
院

/作
業
療
法
士
）

 

 
 
ヘ
ル
パ
ー
Ｂ

 
荏
開
津
可
奈
（
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
し
ら
ゆ
り

/ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

 

 
 
歯
科
医
師

 
神
尾
雅
之

 
（
か
み
お
歯
科
医
院

/歯
科
医
師
）

 

 
 
歯
科
衛
生
士

 
原
田
さ
と
み
（
兵
庫
県
歯
科
衛
生
士
会

/歯
科
衛
生
士
）

 

 
 
医
師

H
 

尾
島
知
成

 
（
お
じ
ま
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
介
護
タ
ク
シ
ー
１

 鈴
木
健
太
郎
（
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
す
ず

/所
長
）

 

 
 
介
護
タ
ク
シ
ー
２

 厚
東
哲
治

 
（
め
ぐ
み
調
剤
薬
局

/薬
剤
師
）

 

 
 
医
師
Ｉ

 
相
原
浩
輝

 
（
あ
い
は
ら
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
行
政
担
当
者

 
古
川
真
里

 
（
垂
水
保
健
セ
ン
タ
ー

/保
健
師
）

 

 
 
医
師
Ｊ

 
鈴
木
壽
彦

 
（
す
ず
き
脳
神
経
外
科

/認
知
症
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 



◆
制
作
ス
タ
ッ
フ
◆

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
総
合
責
任
者

 
中
村
治
正

 
（
な
か
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
劇
監
督

 
山
本
哲
也

 
（
垂
水
区
医
療
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

/薬
剤
師
）

 

 
 
演
技
指
導

 
清
水
弘
喜

 
（
フ
ォ
レ
ス
ト
ケ
ア

/ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

 

 
 
脚
本

 
 

木
村
和
弘

 
（

N
P

O
法
人
エ
ナ
ガ
の
会

/社
会
福
祉
士
）

 

 
 
楽
曲
作
成

 
相
原
浩
輝

 
（
あ
い
は
ら
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

/医
師
）

 

 
 
総
合
司
会

 
中
澤
早
織

 
（
垂
水
区
医
療
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

/看
護
師
）

 

  
 
楽
器
演
奏

 
廣
元
由
香
里
（
駅
ク
オ
ー
ル
薬
局

JR
垂
水
店

/薬
剤
師
）

 

 
 
（
開
演
前
）

 
春
藤
泰
之

 
（
春
藤
歯
科
医
院

/歯
科
医
師
）

 

 ＜
舞
台
効
果
ス
タ
ッ
フ
＞

 

 
 
音
響

 
 

木
村
和
弘

 
（

N
P

O
法
人
エ
ナ
ガ
の
会

/社
会
福
祉
士
）

 

 
 
ス
ラ
イ
ド
製
作

 
山
本
哲
也

 
（
垂
水
区
在
宅
医
療

/介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

/薬
剤
師
）

 

 ＜
舞
台
装
置
ス
タ
ッ
フ
＞

 

 
 
大
道
具
・
小
道
具

 清
水
弘
喜

 
（
フ
ォ
レ
ス
ト
ケ
ア

/ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

 

 
 

 
 

出
演
者
の
皆
様

 

 ＜
記
録
：
ビ
デ
オ
撮
影
＞

 

 
 
カ
メ
ラ
撮
影

 
斎
藤
優
子

 
（
フ
タ
ツ
カ
薬
局

/薬
剤
師
）

 

 <
取
材
・
協
力

>
 

 
 
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

 
 

 
こ
う
べ
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 
神
戸
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

 

 
 

 
 
セ
ン
タ
ー
長

 
石
古
恵
子
（
社
会
福
祉
士
）

 

 
 

 
こ
う
べ
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 
事
業
推
進
課

 

 
 

 
 
相
談
支
援
担
当
課
長

 
松
木
か
お
り
（
社
会
福
祉
士
）

 

     

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
自

由
記

載
 

性
別

 
年
代

 
所
属

 
ご
意
見
・
ご
感
想

 

未
記
載

 
7

0
代

 
一
般
市
民

 
単
身
者
の
病
院
、
住
宅
な
ど
の
保
証
に
自
治
体
が
代
行
し
て
ほ

し
い

 

男
性

 
7

0
代

 
一
般
市
民

 
専
門
的
な
言
葉
も
多
く
馴
染
ま
な
い
も
の
も
理
解
し
て
い
き
た

い
 

未
記
載

 
7

0
代

 
一
般
市
民

 

最
高
で
し
た
。
来
年
も
ず
っ
と
続
け
て
い
た
だ
け
た
ら
…
そ
う

い
う
思
い
を
残
し
て
会
場
を
あ
と
に
し
ま
す
。
本
当
に
感
謝
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

未
記
載

 
7

0
代

 
未
記
載

 
面
白
く
楽
し
く
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

1
人
や
家
族
で
悩

ま
ず
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
で
安
心
し
ま
し
た

 

女
性

 
6

0
代

 
看
護
師

 

全
体
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
専
門
家
と
上

手
に
付
き
合
う
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
は
よ
く
伝
わ
り
ま
し

た
 

女
性

 
8

0
代

 
一
般
市
民

 
財
産
管
理
の
事
元
気
な
内
に
公
証
役
場
に
遺
言
提
出
す
み

 
 

延
命
資
料
は
し
な
い
様
遺
言
し
て
い
る

 

未
記
載

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 
む
ず
か
し
い
内
容
で
も
劇
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
く
て
よ
か
っ

た
 

未
記
載

 
8

0
代

 
未
記
載

 
あ
り
が
と
う

 

女
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 

皆
様
が
ご
多
忙
の
中
、
こ
れ
だ
け
劇
な
ど
に
練
習
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
脚
本
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
音
楽
も
場
面

に
マ
ッ
チ
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
司
会
の
お
二
人

バ
ッ
チ
リ
で
し
た
。
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た

 

女
性

 
3

0
代

 
行
政
職
員

 
高
レ
ベ
ル
で
充
実
さ
れ
た
脚
本
と
演
出
に
加
え
、
各
キ
ャ
ス
ト

の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た

 

女
性

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 
長
い
時
間
だ
っ
た
の
で
途
中
休
け
い
が
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た

 

女
性

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 

訪
問
看
護
等
は
、
介
護
保
険
度
が
、
か
な
り
必
要
だ
と
思
う
が

…
。
又
、
薬
剤
管
理
に
お
い
て
も
「
う
～
ん
。
こ
の
レ
ベ
ル
は

出
来
な
い
！
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

 

女
性

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 

家
庭
内
で
話
し
合
っ
て
希
望
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
い
ざ
と
い

う
と
き
に
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
公
的
な
機
関
に
相
談
で
き

る
と
知
り
、
安
心
し
ま
し
た
。

 



女
性

 
7

0
代

 
介
護
士

 
素
晴
ら
し
い
！
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

 

未
記
載

 
5

0
代

 
そ
の
他

 
大
変
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
！

 

女
性

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 

３
話
も
あ
り
、
内
容
が
理
解
で
き
る
か
不
安
で
し
た
が
、
裕
次

郎
さ
ん
と
少
し
は
な
れ
た
（
別
の
家
族
の
話
し
）
の
で
わ
か
り

や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す

 

女
性

 
5

0
代

 
未
記
載

 
個
々
の
内
容
、
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
か
っ
た
。

 

女
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 
初
め
て
参
加
。
色
々
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

 

未
記
載

 
6

0
代

 
看
護
師

 
も
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
熱
演
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

 

男
性

 
6

0
代

 
あ
ん
す
こ
職

員
 

垂
水
区
以
外
で
開
催
し
て
ほ
し
い
！

 

女
性

 
7

0
代

 
民
生
委
員

 
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
よ
か
っ
た
で
す
。

 

未
記
載

 
7

0
代

 
民
生
委
員

 

３
話
と
も
大
変
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
事
前
に
家
族
と
話
し
合

う
事
が
大
事
と
思
い
ま
し
た
。
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

未
記
載

 
7

0
代

 
そ
の
他

 
今
主
人
が
こ
の
通
り
の
コ
ー
ス
を
行
っ
て
老
健
に
入
院
中
。
３

ケ
月
過
ぎ
た
ら
ど
う
成
る
の
か
必
要
で
す
。

 

女
性

 
6

0
代

 
民
生
委
員

 
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
色
々
な
制
度
に
つ
い
て
も
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。

 

未
記
載

 
5

0
代

 
そ
の
他

 

だ
い
た
い
理
解
で
き
た
の
で
す
が
、
実
際
そ
の
時
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
迷
い
ま
す
。
き
っ
と
決
め
て
い
て
も
迷
う
と
こ

ろ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
は
大

切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

女
性

 
3

0
代

 
あ
ん
す
こ
職

員
 

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

未
記
載

 
4

0
代

 
社
会
福
祉
士

 

ま
だ
ま
だ
意
思
決
定
支
援
を
事
前
に
話
し
合
う
環
境
で
は
な

い
。
も
っ
と
行
政
が
告
発
を
す
る
べ
き
。
認
知
症
に
対
し
て
は

も
っ
と
あ
ん
す
こ
セ
ン
タ
ー
や
社
協
、
認
知
症
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
で
も
っ
と
啓
発
が
必
要

 

女
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 

延
命
治
療
を
選
択
し
た
場
合
、
医
師
で
も
外
せ
な
い
一
生
外
せ

な
い
事
を
し
っ
か
り
伝
え
て
ほ
し
か
っ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

読
む
よ
り
劇
を
見
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

 

女
性

 
4

0
代

 
看
護
師

 
1
つ

1
つ
の
テ
ー
マ
に
く
わ
し
く
説
明
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す

か
っ
た

 

女
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
考
え
て
い
こ
う

 
い
か
な
け
れ
ば
と

思
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

未
記
載

 
4

0
代

 
そ
の
他

 
と
て
も
良
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
実
施
さ
れ
る
方
々

は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

 

男
性

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 

初
め
て
来
場
し
ま
し
た
が
、
第

8
回
目
の
こ
と
、
関
係
者
の

方
々
の
準
備
も
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
た
め
の
劇
は
非
常
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

 

女
性

 
2

0
代

 
介
護
士

 

市
外
か
ら
の
参
加
で
し
た
が
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
自
分

の
街
の
こ
と
も
知
ら
な
け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
た
の

し
く
、

b
y
ん
強
に
な
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。
家
に
か

え
っ
て
家
族
と
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

男
性

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 
ち
ょ
っ
と
長
い
。
内
容
は
大
変
す
ば
ら
し
い

 

女
性

 
5

0
代

 
介
護
士

 
と
て
も
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

未
記
載

 
6

0
代

 
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー

 

身
近
に
あ
る
わ
か
り
易
い
設
定
で
多
く
の
方
に
考
え
る
機
会
が

で
き
た
と
思
い
ま
す

 
悔
の
な
い
人
生
を
全
う
で
き
る
よ
う
自

分
の
こ
と
も
職
務
上
の
ご
利
用
者
様
の
こ
と
も
心
を
こ
め
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

 

未
記
載

 
8

0
代

 
そ
の
他

 
来
店
し
て
（
参
加
）
よ
か
っ
た
で
す

 

女
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 

行
政
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
も
の

時
に
ど
う
す
る
か
家
族
と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

 

未
記
載

 
5

0
代

 
そ
の
他

 

三
部
作
の
大
作
で
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
を
は

じ
め
、
皆
様
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。
と
な
り
の
席
の
高
齢
の
女
性
は
も
み
じ
狩
り
に
行

く
シ
ー
ン
で
涙
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

 

男
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 

人
間
は
一
人
で
は
生
存
出
来
な
い
で
す
。
今
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
お
話
し
げ
き
を
通
じ
て
知
る
機
会
を
得
て
こ
れ
か
ら
機
会
が

あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

女
性

 
5

0
代

 
医
師

 
第

1
1
話

 
少
し
内
容
が
難
し
か
っ
た
か
も
。

 

未
記
載

 
7

0
代

 
そ
の
他

 
身
近
に
あ
る
出
来
事
を
お
も
し
ろ
、
お
か
し
く
演
技
し
て
い
た

だ
き
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

 



女
性

 
7

0
代

 
一
般
市
民

 
1

2
話
、

1
3
話
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
施
設
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
切
実
な
問
題

 
2
話

 

女
性

 
3

0
代

 
行
政
職
員

 

3
部
構
成
で
、
テ
ン
ポ
よ
く
展
開
さ
れ
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。
安
心
登
録
制
度
の
説
明
が
少
し
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。

 

未
記
載

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 
こ
れ
か
ら
の
老
後
の
生
活
に
心
配
と
期
待
が
あ
り
ま
す
が
色
々

学
ぶ
事
が
あ
り
ま
し
た

 

未
記
載

 
5

0
代

 
社
会
福
祉
士

 

皆
さ
ん
の
た
の
し
い
劇
を
み
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
成
年
後
見
制
度
を
説
明
す
る
の
は
、
た
い
へ
ん
難
し
い

で
す
ね
。
医
療
の
選
択
は
身
近
な
話
題
で
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
で
す
。
動
け
な
く
な
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
自
己
決
定
で
き

る
こ
と
や
本
人
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
、
と
て
も
う
ま
く
表
現
で

き
て
い
た
と
思
い
ま
す

 

女
性

 
6

0
代

 
そ
の
他

 

笑
い
合
っ
て
、
見
や
す
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
考
え
さ
せ
ら
れ

る
、
早
急
に
検
討
し
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
演
技
さ
れ
た
先

生
方
、
皆
様
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

女
性

 
6

0
代

 
そ
の
他

 
毎
回
楽
し
み
に
来
て
い
ま
す
。
今
回
は
途
中
で
帰
っ
て
残
念
で

す
。

 

男
性

 
6

0
代

 
医
師

 

皆
さ
ん
よ
く
勉
強
し
て
お
ら
れ
、
感
心
し
ま
し
た
。
も
う
少
し

コ
ン
パ
ク
ト
に
さ
れ
た
方
が
よ
い
か
も
！
？
（
少
し
長
い
気
が

し
ま
す
）

 

女
性

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 

家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
は
じ
め
の
頃
が
不
安
と
と
ま
ど
い
で

た
い
へ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
劇
で
知
識
が
あ
れ
ば
も
っ
と

楽
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
忙
し
さ
の
た
め
後
ま
わ
し
に

し
て
い
る
課
題
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
む
り
し
す
ぎ
な
い
範
囲

で
と
り
く
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

 

女
性

 
4

0
代

 
介
護
士

 
途
中
休
憩
時
間
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
幕
間
と
か

…
）

 

未
記
載

 
未
記
載

 
介
護
士

 
途
中
休
け
い
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
長
く
感
じ
ま

し
た

 

男
性

 
未
記
載

 
薬
剤
師

 

後
見
人
は
単
な
る
出
納
管
理
が
出
来
れ
ば
い
い
と
い
う
の
は

「
？
」
で
あ
る
。
医
学
・
医
療
を
通
じ
て
の
被
後
見
人
を
見
る

力
が
必
要
で
は
な
い
か
？

 

未
記
載

 
7

0
代

 
一
般
市
民

 
理
解
で
き
ま
し
た

 

女
性

 
4

0
代

 
施
設
職
員

 
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

 

未
記
載

 
8

0
代

 
未
記
載

 
笑
い
も
あ
り
色
々
参
考
に
な
る
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
勉
強
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

未
記
載

 
6

0
代

 
医
師

 
益
々
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

男
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 
皆
様
の
熱
心
な
演
技
が
良
か
っ
た
！
！

 

女
性

 
8

0
代

 
未
記
載

 
時
間
が
長
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
腰
の
悪
い
も
の
は
大
変
で

し
た

 

女
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 
昨
年
か
ら
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
参
考

に
な
り
ま
す

 

女
性

 
4

0
代

 
一
般
市
民

 

出
演
者
の
方
々
、
皆
さ
ん
、
全
て
と
て
も
あ
た
た
か
く
、
頼
り

が
い
が
あ
り
親
し
み
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

方
々
の
い
る
垂
水
は
、
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
誇
り
に
思
い
ま
し

た
。

 

女
性

 
6

0
代

 
一
般
市
民

 
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
少
し
わ
か
り
ま
し

た
。

 

未
記
載

 
5

0
代

 
一
般
市
民

 

私
は

1
人
で

2
人
の
親
を
見
て
い
る
の
で
今
日
の
舞
台
を
み
て

よ
け
い
に
不
安
に
な
っ
た
。
私
に
は
、
だ
れ
も
相
談
す
る
人
が

い
な
い
。
兄
妹
は
い
る
け
ど
兄
は
面
倒
見
な
い
と
に
げ
て
い

る
。
も
う
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

 

 


